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たって述べたわけであるが，共通因子は ・自主性の不足 ・観念論先行 ・
機会主義的風潮 などで表現されると足、われる。
これらを是正するためには ・日本における教育哲学の確立 ・国情に適合




















































































































































































































































一方，指導要領ではp ローマ字の指導を説述し3 図書館学習への示唆やJ 毛
筆習字への幅も暗示したので，国語科の学習内容が，それぞれ孤立分科の傾向






































































7 話聴学習 " " 
8 ~.完高卒学習 " " 
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学級数 児重工生徒数 :学級平均人数 学最級人数高の 学級人数の最低
一
年生 人 年生 人
教職員数 二部救援 吉区式空宇級 特別教室数 演劇教室 放送室












同研究指酷であるか。 はい いいえ 1 
(2) 実験学校であるか。 はい いし、ぇ
(3) 今年の学校の研究主題があればかいてくださL、。
(4.)教職員用図警政総額〈市町村俊P，TA予算も含む). 円同一人当り金額 問














第一次産業 (農業，林業，狩猟業，漁業，7.K~主投殖業) % 






























t悌 I I I 
8 国語科の教脊課程につし、て




























(例〉 23Tー い |過|時間|題 目 |目 標 P学習展開例
す知に 1-1-一一一一一一「一一一一「一一一一




























学年 一時 週来E)、趨元材〕中L心単 作文 習字日|;|;|;言|JL小学|中学 限時数総合，開設 総 |特 総‘|特
分 。。 。。 十i 一 一 一 一2 2 








く〕教科書の取扱い c )作文 c )習字 く〉ローマ学 c )文法







( )冨語教科書の教材が多すぎる ③ ( )正規の時聞がつぶれることが
多い ⑧ ( )子どもの鴎語学力の不足 @ ()資料設備の不足 @ 
( )精道3技術未然のため (f) ()とり扱う領域が多すぎる @ 










I E1 ~ I)IM ~ I mJlliHi!fIl'& I ~受容かき|日 実|迦 突|月別官|函i表 ;~-r-;_fIJ " C ，1使わない
1
30才までの教師I I I 











ル12年 3制作1 5符ド年i襲出雲ili~12年1 3年|頻知|
A 講義聴取学習
B 問 答 学 習
一





E 創 作 学 習
一
F 期j 化 学 習
一
G ド リ ノレ学習






















閤難度番号 領 域 重要皮番号・重要とする理由ーつをかきそえる
( )き くととの指道一一 ( ) 
( ) l'まなすことの指導一一( ・ ) 






















A 指滋時間の不足 F' 児童の国語能力の低劣
B 教材研究の時聞が乏しい G 教科書の不備や欠陥
C 教授資料学習資精， I施設の不備 H 生徒の興味の欠乏や，閤語科り軽視




( ) A 言語母l治の群〔言語学，国語学的教材〉
( ) B 詩情表現の群(龍歌、旬など〉
( ) c 随筆の群(言己録ヲ感想，評論など〉
( ) D 物語の群〔伝説，伝記h 小説など〕
く ) E 演劇の e群〈紙芝居.ジナリホ戯曲など〉
(10) 学習の進めかたはどうしていますか。該当するものをOでかこむσ




(例〉 @ (小年学の場校低合学) ④ノ(小学'年戦，中中学ゲ長の場合
題目の話合いや経験の獄起
2 教科書の通読ー第一次の読み 2 2 
3 新出文字，語句の指導 3 3 
4 教科書の精3込ー 第二次の読み 4 4 
う 内容の話合い 5 ち
，.・ ， 
6 教科書の味読第三次の読み 6 6 
7 新出文学，語句の練習 7 7 
(保i考〉 8 B 
-お諮合いの上1t校でもっとも 9 9 





















10 JO 10 
(13) 教科むを使わない指導の機会の多いものから， 3位まで詑入してくださL、。
( ) A きくことの指滞 ( ) B はなすことの指滋
( ) c よむことの指導 ( ) D かくことの指滋
( ) E つくること く作文) ( ) F 文法の指滋
( ) G μ ーマ字の指導 ( ) 日 ドリルの指若手
(14) つぎの各仮減を指導する上での大きな悩みを簡潔にまとめて，ニつぐらL、かい
てくださし、。
〈例〕ローマ学指導 ① ロー マ学教育の有用性が明確に怠鰍できないので
闘る。
② ローマ字にさく時間がみつけられない
A きくことの指導ー ① ② 
B はなすことの指議 。〉 ② 
C よむことの指導 ① ② 
D 作文の指導 ① ② 
B ローマ字の指導 ① ② 

















(幼教材種目f愛好度 (興味を持つ教材を， 1， 2とりあげて記入してください。そ
う高くなレものはむりしてつける必要ありません〉 該当らんにOをつけてく
すごさL、。
小 1 2 3 4 ノF 6 言十 3 宮十
男|女 !foJ1女男|女男|女男 |女
持の群 111 1 1 I 1 1.11 I I 1 I I I I I I 
随y!:の若手 I I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
物語の若手 1 1 11 1 1 I 1 1 I1 I 1 I ，. 1 I 1 I 1 
淡 WJの群 1 1 I 1 1 1， 1 1 1 I 1 1 I J 1 I I 1I I 1 
言絡の 群 1 I I I I I 1 I1 1 I I I I I 1 I 1 
(3) 間話科の学習活動状況 該当らんにO
4 5 6 言十 !?|23 計 |
男|女男|女男|女 男|女 |女|男|女男|女 男|女 (
よく糊する I 11 1 1 II 1 I I 1 1 1 I I 
ふつう 1 1 I 1 I 1 1 I 1 1 I 1 I I 1 1 I 
活動しない 1 I I I 1 1 I Lll_'__1 IILLL 1 
(4) 間話学力の伸長薗と欠陥面〈すぐれているものにはOを，劣っている点には×
をつけてくださLう
づ、 1 2 3 4 副61 計中 1
五1x男|女 男|元労|女見|女男|女男(女男|女 l
A きく力 I I I I I 1 1 I I1I 1 1 I 1 1 I [ I 
B はな すー力 I 1 I 1 1 I 1 1 1 I I[1 1 1 1 1.1 I 
C よむ )J 1 I 1 1 1 1 1 1 1 I 1 1¥ 1 I 1 r 11 I 
D 漢字力 11111111111 I I 1.11 1 I I 
E 作文力 T|庁|||i||||||ll| I 1 I 1 1 J 
F 文法力 1 1 1 11 1 1 [ 1 I I 1[ 1 1 [ 
イローマ学の力 1 I 1 1 1 1 I 1 1 1 1 I 1 I 1 ，[ I 1 




・(6) 国語学習の遅進児(劣等j尼〉 は，平均して学年の何パ セーγ トL、るでじよう
か。学年が進むにつれてそのわりあいはかわるでしょうか。 Oでかこんでくださ
L、。








































































































( ) A 漢字練習 ( ) B 読解記隊等の作業 () c読みの練智
( ) D 視写 ( ) E 作文
(3) 父兄は家庭学習を指噂しますか。
























a坐4・ 級 数 2.6 5.37 8.6 8.8 7.6 16.8 31.3 ョーー
一 一 一
児童 生 徒数 98.8 2ー52.3 37.3 349.3 267.7 
一
学級平 均人数 26.5 34.8 39.4 39.8 29.3 43.8 51.9 
一 一
学級人数の最高 31 41 49 50 45 66 54 
一128-
学級人数の最低 21 25 29 28 27 、29 43 
教職 員 数 3 9 11 11 9 19 36 
一一一一一 一一 一 一
二部 教 授 0.05 
一 一復式~:級 022 0.21 02 . 06 3 03 
特別教室数 0.8 1 1.8 1 3.3 1 2.6 1 1 4.7 
淡劇教室 0.05 
放送衛 0.411 0.621 0.7 1 0.5 0.77 
中 学 校
200 300 400 
一一
分校区|山村 平山村 平村 漁村 町市
!子政'・ 級 数 2 7 B 8 7 13 26 
一 一児蛍生徒数 ラ6 ち09 320 373 269 6)9 1，349 
一， 
学級平均人数 22 41 42 43 40 49 う4
一 一学級人数の敬市 27 47 49 50 44 う3 58 
一 一
学級人数の段低 i8 38 37 38 36 45 51 
一ー一一
教職 tl 数 13 14 11 20 38 
一 一一 剖l 教 綬
一 一 一
複 式 '学 私t 0β! 
一特別教室数 3 4 2 4 6 
淡員削l教室
一 一 一













|100B 1 100 ) 2∞1 3∞iωo I 500 I 6∞ 
教的数比率 !二三|二竺I~竺_84 1 80.2 1 _ _ 8竺 し乙
間務部員数比尊重 32.2 I 26.3 I 22.6 I 23.6 I 26.8 I 23.5. 32 
国語主任の防次 I 1/3 幻9 I 5/11 I 5/11 I 4/9 I 10/19 I 12/36 
:古|主|主|担当司君主
中学校
1100B I .100 I 2∞I 300 I 400 I 5∞I 600 
教 諭 数 比 率 87.5 89.9 88.6 87.6 95.0 93.6 95.0 
一 一国語部員数比率 50.0 28.5 29.8 31.2 28.8 24.9 20.0 
一一 一国務主任の!荷次 2/3 5/11 6/13 7/14 8/11 7120 10/38 
一一
男 29 34 30 32 37 37 38 
平均年令 一 一 一一-j;.・ 24 36 46 34 32 39 n 
経 験 年 数 8 9 8 10 11 17 

















最高 IJ、 4 (町 〉
校内研究授業 最高 IJ、 11 (山村〉















最高 62.4 (市〉 最低 27.3 (分校〉 平均 41.8 








ーヒ~B l 100J 200 ， 300 I 400 I 500 I 600 I 
高等科(2種中卒)I 32.4 I 48.5 I 48.4 I 49.4、 49.1 I 39.9 
中学卒 13.1I 6.4 I 8.2 I 7.5 I 5.5 I 17.2 




0.41ω1 1 1 1.51 351 
1
100B 
I 100 1 2∞ I 300 I 400 I 5ωI 600 
尋 常 卒 87.ラ 55.7 61.8 61.7 ぺ三Hζ;高等科(2種中卒〉 9.8 37.1 2号.3 32.宮 40.9 I 44.4 I 34. 
中 学 卒 2 5.9 6.7 ‘. 3.4 12.1 9.4 19!0 
高等学校専門校卒 0.5 1.1 2.3 2.1 4.1 4.7 5.4 













第 一 次産業 | 80.2 I 88 I 70.0 I 76.5 I 72.1 I 57.6 I 4.6 
第二次産業日21 51 551 591 
第三次産業 15.4 I 24.4 I 17.5 
93ll11 
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に反して，中学校では，断然 @ 倒語部員 が多い。これも，学校組織の差違に
もとづくものと思われる。




























100層 〔麟)[ 300屑 (度数)I 600篇 〈度数〉
な し 13 な し 8 な し 5 
方言調査 2 教材種別調査 3 読解力調査 2 
図書閲覧調査 2 談字語い調査 1 漢字能力調査 2 
基礎学力テスト 3 総合テスト 2 興味調査 1 
家庭生活実態柄笠 2 国語科標準テス ト 1 実力テスト 2 
読書調査 3 授業時数












な し 13 な し 6 な し 、6
学力テスト 1 要約発表テスト 1 漢字テスト 2 
漢字習得調査 1 学力調査 4 語し、調査
生徒の突態調査 1 日常言語調査 2 読解力調査 3 
父兄へのア'/ケート 1 作文力調査 図書りスト 1 
方言調査 2 読書環境調査 1 文章記述調査


















































































小学 校 中 学校
I l~0 1 100 1 200 1叫句作的叫計 Ifl~11∞ 1 200 1 3∞ 1400 15001ω0 1 計|
上 171 13 181 18 141. 8 
一
中 50 48 4!'> 49 141 31 
下 33 25 14 18 
なし 14 23 15 
この表から，次のことがいえる。
① 中の段階が約半数を占めている。
71 14 25 29 22 8 
一
三÷1J12i: 
47 41 50 33 56 43 
33 2弓 21 





































性|ノ、 なくともすむ 5 
静|:7紙 ~;I 1~ 52 一 48， 
④ 
、
イ修 正 4 15 19 5 6 10 65 
{~ 百記 録 3 9 2 13 正
国 ハ っけない 3 9 3 4 19. 
学 学
[100-B I-100~r 200 f;0()T4∞[500[600[全 I% 
7 2 ・ 4 2 う 3 27 
戸時々利用 3 10 6 8 2 15 10 64 
度ノ、ほ左んど 4 1 ， 9 
2 
イ役 立 "':> 6 6 3 5 
114 
29 
ロ かなり便利だ 3 10 8 6 16 64 
t当: ハなくともすむ 5 7 
紙 63 
ノ ー 37 
イ修 正 10 4 10 3 14 -54 64 
ロ詑 銀 3 3 2 10 12 































































































4.2.3. 国語科 学 習時 間
4.2.3.1. 国語科の全時数・総合型と特設型
国語科の重要問題めひとつとして国語科の時間問題がある。この問題内容は













第 8表 総合型 ・特設型・学校比較
小 学 校
中 心 2箆紅剃針;二引町~I才I !~:J刊1fr判|「hけ1て守寸れ判:1す刊rれ代什1てヲ守刊:31;1|
中 学校
; 文ペ1~リI ~~I 二ヰ|;引|:3i :1| :1;l :ご1刊~I叶|刈オ 3~1 2~1 2づ:1う1γわ|ド円9て
字刊1~バl 号;司~ ~:Iヰ山料1乱ね1は同二42司l Z司斗判|しい同1;4;司~ !ヰ~I ;ヰ~l 均J 4μ ニ
ロ一マ字iい;|1| |1412i114 11ri lizo 
法I~ 1 51 ~1 ~ 1 ~Il ~1 1 ~\ ~ オ :1421 司 2














第 9表 (1) T時限の単位時間と週時数
、?
4 0 分
時 I4 5 分
















字 121 0.6 1.0 0.9 1.0 0.8 
ローマ字132l 0.9 0.7: 0.7 O. 0.9 1.0: 
文
法 |特刊設i
0.5 0.6 0.81 
0.5 0.4 0.2 O.う
図書釦12i。;|:;i 0.7 1.01 1 1.1 1.1 

























































第 9表 (3) 週時 ・数表 (小学5年〉
1100B I 1∞I 2∞I 300 I 400 I 500 600 全
員事 総 平 均 4.3 4.6 3.8 4:1 0.6 3.8 4.2 3.6 
政 同LSl 6 6 6 6 7 5 5.5 7 
材・ ぷ目注 f主 イ民 1.5 3.う 2.雪 2 5 2 2 
~þ 特 平 均 4.8 4.1 3.8 事.5 4.3 う 4.6 
妓 高 6 5 4.5 6 5 5 6 
u 、設 -n 低 3.5 3.5 ち 5 3.5 5 。
作
総 *' 均 0.7 O.う 0.6 0.5 0.5 0.9 O.う 0.6 f量 高 0.5 1.5 0.5 
d回h 最 低 0.5 0.5 0.3 0.25 0.5 0.5 0.25 0.25 
特 lJi. 均 0.9 0.9 0.¥>1 0.8 0.8 
最 高 1 
女 設 綾 低 0.5 0.5 O.ラ 1 0.5 0.; 
習
総 平 均 0.5 0.8 1.1 0・5 0.8 
最 高 2 O.ラ 1 2 0.5 2 
fr 最 イ民 0.5 0.5 O.ラ 0.5 0.4 0.4 
l持 :!jl 均 0.9 。:9
最 高 2 1.2 2 1 2 Z 
字 設 最 (民 0.5 1 0.5 0.5 0.5 O.う O.ラ O.号
芋2
総 平 均 0.8 1' 0.8 0.4 0.9 
鍛 高 1 0.5 
d回h 最 低 0.5 l、0.5 0.3 0.3 
-< 特 平 均 1 0.9 0.9 0.9 0.9' 0.9 0.9 
最 E事 1 
字 設 殺 低 0.5 0.3 0.5 0.5 0.5 0.5 O. 
女
総 平 均 0.51 0.5 0.1 0.2 0.5 
最 高 0.5 0.5 0.1 0.2 0.5 1 O. 




















lv 設 最 低
この表から随時摘出してみても，前述した各校，各領域毎の差違を明確にみ
ることができる。例は総合型の場合
(項目〉 (平均) (最高) (最低) (高一低の差〉
{乍 女 。手 1.与 0之う
習 字 0.8 2.0 0.4 1.6 この巾をどう考えれば
ロ ー マ字 0.9 0.3 0.7 よ~)カ、。





















第 10表 (1) 時間量 過不 足判定 着受











一1 .1 .1仁 11 I I I I 11 
事 手悲 宮室












E I I 
ぅ;4ノ2 3" /空 3 J23 JZ2ZF 3 1 2 3 4書手官L イ乍 .rle i 文勺F



































第 1表 総時数増加の俗 芸事
小 学校
1100B I 100 I 2∞¥ 3∞¥ 400 1 5∞I 6∞|計|% 
倍 15 q 4 ラ 29! 11 
一 一 一1. 5倍 38 q 15 30 6 11 14 117 77 
一←句一 一 一
2 倍 2 4 s 
一 ーー 一 一
2. 5倍
一 一 一 一3 倍 9 I 
中 学校
II00B 1 100 I 200 '-300.1-4∞1 500 I側 |計 1%1
倍 21 2 _11寸づj~i
1. 5倍 21 16 7 11 う 16 811 
ーー
















¥1叫 I100 ¥ 2∞¥300¥400[ラ00I 6∞|計 |μ
6 11 5 5 12 56 36 
作 文 12 6 1: う 2 41 27 
一 一 一 一
習 字 う 2 
ロ 句'T 寸aとー・ E 
ト一一一一一
女 法
一 一 一 一
図 諮 銭 7 3 1 20 
ド リ /Z， s 3 14 
そ の イ也 2 2 ノP 
中 学校
¥1ωB I 100 I 2001 300 I 400 L~∞ I 600 ¥計|μ
教科容の取扱い 3 6 41. 
-ーー 一ーー-，-ーー 一『ー一ー一ー
作 文 81 21 4 7 51 29 33 一一一
習 字 1 
一 一 一 ー -ー.-
ロ 一 -マ !'f-
ド一一一一 一

















第 13表 j等間不足とな、る理 由
小学校
|叩B11曲|加|叩i制|叩l醐|計14|
@時間がつぶかる 91 31 4! 11 41 11 22 
。間藷力の木足 13 3 14 ヨ つ 37 25 
⑮ 資料設備の不足 2 4 
@指導技術未熟 2 2 う





6 42 28 
@そ の {也 11 31 I 1 5 31 
中学校
[1∞B [100 [ 200 [ 300 I 400[ 500 I 6001計 I% 
④教材が多すぎる 2 4 3 J J 12 
一⑧時聞がつぶれる 7 3 2 5 4 21 23 
⑥国語力の不足 2 う 4 4 4 3 2 24 271 
-，--， 
@資料，設備の不足 1 2 ~ 
-152ー
⑤ 指導技術米熱
② 領域が多すぎる 2 41 4， 111 12 
@時総合間的.発展的は
が延びる 5 1 2 2 
⑮その他
小学 校 1 総合取扱い 2 学力不足 3 領域過多







































1 話しことばの指導に関するもの 2 読解指務に闘するもの
3 交字力や務いに関するもの 4 作文指導に関するもの
。中 学 校
1 読解指導隠関するもの〈読書に関するもの) 2 文章表現に関するもの








































1 過案 2 月別 計画表 3 教科書 4 日案
。中学校




















































































































|1 ~1 2年1 3~1 4 ~15 f-16 ~I~説明 % ~ 1 1jô1 2 {f.1 3 年|慰問%
使用度数一位の袋ブ]Jaは
。小学校 問答 2 講義 3 討議 4 読書 5 発表報告
6 ドリル 7 創作 7 劇化
。中学校 講義 2 問答 3 討議 4 発表報告 5 読書






























































































































A 教師側資料設備の不足 指導技術の未熟 学校全体の協力不足
B 時間の不足 帰宅を急ぐ 教師が集会や仔事に追われる
C グループが多くて手が回らぬ 教師の労力がたL、へん






















小学校 訴す 2 f'fる 3 文法 4 読書 5 聞く
6 普く 7 ローマ字 8 図密館
中学絞 作る 2 話す 3 答く 4 読書 5 文法


























































2 1 A 指導時間の不足 3 3 F 児童の国言語能力の低劣




5 D 指導者の間語的教養の不足 語科の軽視









第 22表 題 材別 困難4 度 (一位集中度数率〕





40 30 20 '/0 
， E， Ji'1 
10 20 
。!寝 位
小① 中@ 言語母飴の群 〈言語学・|蜜語学習 ・文法教材・・・・う
バ⑪ 中@詩情表現の群 (詩・歌・俳句・ー・-詩文・'") 

























































































































































































J. 00 B 











100 200 300 
1.2 1 3.4 [ 5.6 11.2.1三 15.6 11.2 1 3.4 I 5.6
45 27 26 18 11 29 26 13 
76 7'7 26 '35 45 55 55 
31 3 2 2 5 7 
9 7 2 5 -2
1 
7 7 3 
40 48 5 B 14 17 33 

































































































































Li 3 5 I 4千 6 2 。 ，.1、5 6 必子校






¥ 白守ot:::::ー 10 
。「ー 」ー 。
I 3 5 J 3 5 








Ef 40 30 。 2 3 中
戸す与司、
• 
一夜 舟l 言語 会計 技
50 50 250 
40 40 20由
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第 27表 国語科学習活動状況 (0活発の方〉


























手j¥ '、¥ λ F 
lf¥ 、、 /¥/¥ 、s
、x，， ¥ 、、 J fー，x、、 〉丈
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1叩Bl去20 50:1 60 金
分校 平山村 平村漁村 IBJ 市
A学校図刊1: 1364 1 
Bi絞 ? 数l総冊数l
一人当り
オ10731∞3.1 3.1 3.2117414111382 2.11 1.8 3.1 
C河郡関係i:なご! 20 ‘143 
問一-111lUU111i9541 | 
、 中 学校
10B 1020 30 40 50 60 
一 一 金
分校 山村 平山村 平村 漁村 町 市
i 1~ 1 1~ 8う2 
B jf:主 fき 数1総冊数|3 う~I lオ1 幻引「…~11γ円|ドい口3 1，650i 一人当り 4.11 4.214.0/ 3.13.41 2.8 3.6 
7五時関係!しなる| 18 L、し、 6ザ

















第 32表 施設用具の整備と活用状況 c有 - 沼周~)
小 l 中 1UE日' 自 |品下中ヒ下中上 下中上下中上
展 iJ' 板 -0 .0 |電 苦言 .0 .0 
絵 図-t:卦 図 .0 .0 lノ ヨ ド ，0 ① 
発 音 ロ型図 ① @ νコード . .0 ① 7'Vー ヤー
文 字 板 ① ① ラジオ受信機 ① . 。
文字カード 0 ・ @ 電 話 機 -0 ‘。ピグチュア ・ ① @ テープレコー〆ー 0 ・ ① パズル
ワーグ ・シート ① @ 佼内放送施設 。 ，0 .0 
ワー p・7'ッグ ① @ 学校 文集 ，0 -0 
勝写印刷用具 ① -0 学 級 文 集 (!) -0 
活版印刷用具 ① ① 学校 新 |羽 ① 
吠 写 機 ，0 @ 学 級 新 間 @ 
幻 :tT 機 -0 . 。書宇 』も 類① ① 




































































































習字Jli共ーまた • ワーグ ・シ ート • 
文 空(. 板 。 ワ ー グ・フ.ッグ • 
発音ロ型閃 。 文字カー ド • • 
筆 JI頁 表 • 学 級 文 目転 。 • 
文学史年表 • 人形iJJJfl J!， • 
漢字育 部u表 • • f'J! 文 1誕 。
苦手- (字〉 9年 。。教 材 E宝 料 。 。
なお，市販国語テストの利用状況はp つぎの通りである。






























































































































































第 37表 A 中， 0 中比 較表 0印はよい方
項 目 A 中(都市君主〉 B 中(i送付mD
1.指導を受けた回数 。5 
2.研究授業(国語〕 。14 (6) 9 ( 5) 
3.公開授業' 。1 。






5.遡 椅， 数 1年 6 2年 5 3年ラ 。1年 6 2年 6 3年う
6.生徒の愛好 。図番館(男女〉 劇〈女〉 かくべつにない
7.学習形態 1講義 2読書 1講義 2読書
3発展 4問答 3問答 4ドリル
5討義 5発表報告
当日の授業形態 1講義 2問答 1問答 2講義 !
3諸君 3ドリノレ
A全体 B個人 A全体 B個人 !
8.指導技、術言平価 総評価中 総評価中
教師の図需観 中の 下 中の下
'9.学習活動 。中 中の下
I 10学習環境
学校図書館 。設備.迩'p雪上 設備運営 下


















































































































あ と が き
この調査研究の計画と実施1
}所員谷沢隆一
紀要第14集の執筆 j 
なお，この調査を企画するにあたって御協力を得た北原所員 (1日〉小竹所員
及び大量の調査に応じられた現場に対して厚く謝意を表したい。
この研究調査とともに，他の2研究事業も併行したため，調査者の時間的余
絡が乏しく，大量の調査の計画，発送，回収，処理等に正味3ヵ月しか，費す
こ之ができなかった。はじめに，述べたように，まだ報告の時現ではないが，
ζの事業が現在の形のままで継続し難い事情のあるためp およびこの調査がタ
イムリ戸な性格をもつため，一応，表層的な段階で，羅列的，平面的叙述で満
足することとじた。
今後は，この調査で，発掘した問題領域のく作文〉く話すことの指導〉く文
法的領域〉に対して視点を据えていきたし、。今後も，教育現場の御協力をお願
いするとともに，十分の御批判をたまわりたい。
いわゆる H名人芸。でない，平明で客観的な裏づけのある国語科指導が建設
される日の速かならんことを祈って筆をおく。
-191 -
